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　我が国において，やせの遷延化は深刻な問題となっている。過剰なやせ状態のリスク因子として，
様々な変数が指摘されており，痩身プレッシャーはその一つである。近年，他者から受ける痩身プレッ
シャーに関する尺度（大学生用痩身プレッシャー尺度，Pressure for Thinness Scales for College Student; 
PTS）が開発されたが，PTS は大学生用であり，大学生期以降の成人に安易に適用することは困難で
ある。そこで本研究は，他者から受ける痩身プレッシャーを測定する自己評定式尺度の成人版（痩身
プレッシャー尺度，Pressure of Thinness Scale; PTS）を開発し，その信頼性と妥当性を検討することを
目的とした。質問紙調査を行い，女性 1500 名（35.21 ± 7.70 歳）を対象に分析を行った。因子分析の
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労者（20 ～ 35 歳）の 32％以上が過度なやせ状態で
あること (Lähteenmäki, Saarni, Suokas, Saarni, Perälä, 
Lönnqvist & Suvisaari, 2014）や 40 代以上の女性の














レッシャーの 2 つがある（Schaefer, Harriger, Heinberg, 
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レッシャー尺度，Pressure of Thinness Scale; PTS）を
開発し，その信頼性と妥当性を検討することを目的
とする。なお，本研究の対象年齢は，大学生版が適
用できない 23 歳から 40 代を対象（大学生・大学院
生は除外）とした。海外の研究では，50 代以降の摂
食障害の有病率は他の年代と比べると著しく低下す
ること（Hudson, Hiripi, Pope & Kessler, 2007）や，男
性と比較して，女性の摂食障害の有病率がこの 10 年
間で有意に増加していること（厚生労働省，2016）





と（ 丸 井・ 村 山，2017；Schaefer et al., 2017） か
ら，PTS の妥当性を検証する外的基準として，メ
ディアから受ける痩身プレッシャーを測定する











　本調査はリサーチ会社に委託し 2018 年 9 月に実施
された。調査対象者は 20 代（23 歳～ 29 歳），30 代（30 
歳～ 39 歳），40 代（40 歳～ 49 歳）の学生ではない
成人女性 1500 名（各年齢段階 500 名）を対象とした




　他者から受ける痩身プレッシャー 1  　周囲の他者
から受ける痩身プレッシャーの程度を評定するため，
丸井・村山（2017）によって開発された大学生用痩























Sociocultural Attitudes Towards Appearance Questionnaire-3 
短縮版（以下，SATAQ-3JS）を使用した。当該尺度は 















度（Abnormal Eating Behavior Scale; 以下，AEBS）を







作成された日本語版 Eating Disorder Inventory-91（以

















で負荷量が .40 に満たなかった項目（項目 11：他者
から，自分の体型に関するポジティブなこと（やせた，
細くなったなど）を言われるとプレッシャーを感じ
る）と，複数の因子（第 1 因子と第 2 因子）にわたっ
て .35 以上の負荷量を示した項目（項目 8：他者と自
分の体型を比べてプレッシャーを感じることがある）
を除外した。
 　上記の 2 項目を除外したうえで，再度因子分析（主
因子法，プロマックス回転）を行った。その結果，3 
因子 11 項目が抽出された（Table 1：これらの結果を










6 . 他者が、ダイエットをしていることを知るとプレッシャーを感じる .904 -.058 .044
4 . 他者が、痩せたと聞くとプレッシャーを感じる .897 -.042 .003
5 . 他者が、痩せたと聞くと自分の体型が気になる .879 .079 -.067
7 . 他者が、ダイエットをしていることを知ると自分もしなければと感じる .783 .038 .051
1 . 他者から、身体的な部分に関することを言われるとプレッシャーを感じる -.054 .870 -.012
3 . 他者から、足の太さを指摘されるとプレッシャーを感じる .031 .835 -.064
2 . 他者から、顔が丸いと言われるとプレッシャーを感じる -.046 .754 .073
10 . 他者から、自分の体型に関するネガティブなこと（太ったなど）を言われるとプレッシャーを感 .168 .632 .098
12 . 他者から、間食の回数について指摘されるとプレッシャーを感じる -.030 -.039 .982
13 . 他者から、食事の質（カロリーが高い、食事内容など）について指摘されるとプレッシャーを感 -.006 .018 .891
9 . 他者から、食事の量の多さについて指摘されるとプレッシャーを感じる .147 .121 .613
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ



























































PTS .625 .469 ** .439 **
他者との比較 .609 ** .413 ** .411 **
他者からの身体指摘 .538 ** .373 ** .387 **
他者からの食事指摘 .468 ** .463 ** .343 **


















大学生版 PTS は 1 因子 13 項目構造であったが，本








大学生版 PTS と成人版 PTS の因子構造の差異が生じ
た可能性がある。
信頼性の検討

























いること（Schaefer et al., 2017）から，本研究では，
食行動異常，体型不満，メディアから受ける痩身プ
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